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◆◆◆保健所別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

報告が多い
　感染症

KKT イノベート　Dr. テレビたん事務局

  大きな流行が発生又は継続しつつある地域
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感染性胃腸炎
伝染性紅斑
流行性角結膜炎

：菊池
：菊池、天草、熊本市、山鹿
：熊本市

◆◆◆保健所別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

伝染性紅斑（りんご病）が
増加しています

感染性胃伝染性紅斑（りんご病）が増加しています !
県内の患者数

◆◆◆年齢別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

　伝染性紅斑は、幼児から学童の小児を中心にみられる流行性の発疹性疾患です。
　本県においては、6月頃から増加しており、以後増減を繰り返しながら増加傾向が続いてい
ます。今週においては、菊池、天草、熊本市、および山鹿が国の警報レベルを超えています。（※
補足：一旦警報開始基準値を超えると警報終息基準値を下回るまで警報は継続されます）
　　
　伝染性紅斑は、10 ～ 20 日の潜伏期間の後、頬がりんごのように赤くなるので、りんご病と
も呼ばれています。続いて腕、脚にも両側性に網目状の発疹がみられます。発疹は通常、1週
間前後で消失します。成人では両頬の紅斑はあまりみられませんが、関節痛や関節炎がみられ
ることがあります。多彩な症状がみられますが、不顕性感染（感染しても症状が現れない状態）
も一定程度（約 4分の 1）存在することから、届出以外にも感染者が存在すると考えられてい
ます。
　通常は、飛沫感染もしくは接触感染で感染します。妊婦さんが感染すると、流産の可能性も
ありますので、流行時期には人混みを避けて、丁寧な手洗いを励行し、食器の共有を避けるな
どの対策をとりましょう。


